
最終目標：

生きる喜び・社会的成功・幸せをつかむ

文部科学省 学習指導要領

埼玉県 教育行政重点施策

越谷市 教育行政重点施策

自立：自らの進路を拓く学力をつける

様々な場で言葉や技術･能力を使いこなす生徒

知識や情報を収集し、有効に活用する生徒

目的に応じた表現ができる生徒

自己をコントロールできる生徒

見通しを持って計画的に行動する生徒

重点１：「自立」を目指した学力向上

・「書く」学習過程による思考力・表現力の育成

…「思考することは、頭の中で文章を書くこと」…「朝の書く活動」（年21回

実施），全ての教育活動の中で文章を書く

・身体を使った「表現」としてのあいさつ・返事・発表の声のレベルアップ

・生徒理解に基づく３年間を見通した進路指導の展開、発達段階を踏まえた

人生観，職業観の育成

重点２：「貢献」の実現を図る教育の場の保障

・生徒の力を引き出す 体育的行事･文化的行事･儀式的行事の実施

…生徒に考えさせ、検討させ、選択･決定させ、責任をもってやり抜く場の設定

・生徒の力を活かした 生徒会活動の推進

・防災教育 × 青少年赤十字(JRC)活動 × 地域貢献

手をつなぐ －連携と協力

・保護者/家庭/PTA ・学校運営協議会 ・越ヶ谷地区センター/公民館 ・越谷警察署 ・越谷消防署 ・児童相談所

・越谷市こども家庭センター ・保護司,民生委員,主任児童委員 ・若竹会 ・一期一会の会 ・埼玉県立越ヶ谷高等学校 ・地域の幼稚園/保育園

重点３：信頼される学校づくり

・学校におけるいじめ･触法行為･犯罪行為への徹底対応と警察との連携

・関係各機関と連携した不登校や教育相談的対応、虐待の対応

・学校と教師の姿の積極的発進

学校教育目標

自他ともに大切にする生徒

合い言葉 自立・貢献

貢献：「他」との関わりを通じ

将来の社会的成功につながる力をつける
周りの人や物事と進んで関わる生徒

建設的に意見の表明･主張をする生徒

他者の視点から物事をとらえる生徒

目標達成のために他者と協力する生徒

意見や立場の相違･対立を克服･解決する生徒

令和７(2025)年度

越谷市立中央中学校

スクールプラン

学校は「社会に出るための準備をするところ」

将来の「世界」に通用する力をつける 目指す生徒像


